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Review　of　techniques　and　studies　about　“Focus　on　Significant　others”

一Examination　of　role　lettering　and　naikan　therapy－

Shuhei　Kaneko（Graduate　school（）f　human一ε群かonment　stu（ガes，1（ソushu　universiり・）

　　The　aim　of　this　study　is　to　consider　common　effects　shown　in　previous　studies　related　to　“focus　on　and

express　significant　others”．　This　paper　reviewed　articles　about　“focus　on　significant　others”　in　field　of　clinical

psychology，　social　psychology，　and　examined　effects　of　“Role　Lettering”　and　“Naikan　therapy”．　As　these

common　effects，　1）self－exploration／insight，　2）improvement　of　understanding／sympathy，　3）acquisition　of　plural

viewpoints　of　self　and　others，　4）acceptance／rediscovery　of　love，　5）improvement　of　positive　and　willing　attitude

were　shown．　There　were　the　possibilities　that　these　points　had　importance　in　Japanese　climate，　and　were　hard　to

catch　from　experimental　studies　in　some　points．　And　in　the　future　research，　trial　to　join　c｝inical　studies　and

experimental　studies　is　needed，　and　necessity　for　practice　of　“focus　on　significant　others”　to　be　examined　for　more

various　objects　is　suggested．

Keywerds：　focus　on　significant　others，　role　lettering，　naikan　therapy

1　問題と目的

　心理臨床における「重要な他者」概念は，クライエン

トにとっての母親，父親，きょうだい，友人，配偶者，

子どもなど，心理的に深い関わりを持つ他者を意味する

用語として使用されている。類似の概念として，Caplan

（1976）によって概念化された「ソーシャル・サポート」

が挙げられる。ソーシャル・サポー・一トの種類は，情緒的

な，物質的な，環境的なソーシャル・サポートに分類す

ることが可能である（福西，1997）とされている。このう

ち「情緒的なソーシャル・サポート」として捉えられる

ものは「重要な他者」概念と重なる部分が大きい。しか

し「重要な他者」概念は必ずしもサポートする役割のみ

を意味せず，多くの場合は両州的でアンビバレントな意

味を帯びた人物であると捉える点で異なっている。例え

ばTatar（1998）は重要な他者としての両親が，甘やか

したり馬鹿にしたりする存在として捉えられうることを

示している。また「重要な他者」が，必ずしも現時点で

直接的な影響を受けていることを前提としていないこと
も，層

¥ーシャル・サポー’ト概念と異なる点として挙げら

れよう。「重要な他者」は現実的なソーシャル・サポー

ト提供者から，日常生活での関わりのほとんどない内在

化された他者まで広く含む概念であると言えるであろう。

　さて本論考における「重要な他者の焦点化」とは，重

要な他者との関係性やそれと関連した自分の感情などに

注意を向け，言語化などの表現してもらうことである。

個々の事例における重要な他者は，それをソーシャル・

サポートとして捉える際は，サポートに気付き，適切に

利用していくことが重視され（福西，1997），「対象関係」

の中で捉える際には，クライエントのもつ問題の理解や，

転移り解釈として心理療法に役立てる方法が論じられて

きた（狩野，1995；Ogden，1986など）。しかし重要な他

者やその関係性を想起し表現すること自体が，個人に与

える影響は未だ十分に検討されてきたとは言えない。

　ところで「重要な他者に焦点を当てること」自体の効

果に注目した技法として日本の風土，宗教的背景の影響

の中で生まれた2つの技法がある。吉本伊信によって開

発された内観療法（吉本，1965），春口徳雄によるロール・

レタリング（春口，1987）である。これらの技法は「重要

な他者」をソーシャル・サポートとして，対象関係の理

解や解釈として心理療法に役立てることを目的としてい

るのではなく，重要な他者を想起すること自体を個人内

の作業として重視しているものである。

　本論考では，「重要な他者の焦点化」に関連する文献

のレビューを通して，その臨床的知見，実証的研究にお

ける知見，技法によってみられる効果を比較検討するこ

とにより，それらの共通点やそれぞれの技法の特徴を見

いだすことを目的としている。そこでは特に「重要な他
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者の焦点化」を行っている2つの技法の適用対象や効果

の比較検討を中心に検討する。

　以下の文献のレビューの目的は，まず①「重要な他者

の焦点化」に関する一般的な効果について，心理臨床実

践における知見から，社会心理学における実験的研究ま

で広く概観することである。次に②ロール・レタリング

の背景，適用対象，効果について，③内観療法の背景，

適用対象，効果についてその知見をまとめる。その後こ

れらの知見を比較検討し，共通点や差異点の抽出などの

考察を行う。このことによって，これまでその意味を明

確に捉えられてこなかった「重要な他者の焦点化」を，

心理臨床実践を構成する要素の一つとして位置づけてい

くことの一助としたい。

11　「重要な他者の焦点化」に関する一般的な

　効果

　1．心理臨床実践における知見

　古くから「神経症的な症状は，両親などの重要な他者

との相互作用の中に現れること（EIIis，1962など）」が指

摘されている。Mitchell　et　al（1970）はセラピストがクラ

イエントの重要な他者に焦点を当て，理解することがク

ライエントの成長に繋がること，また重要な他者との関

係の変化がクライエントの症状の改善と関係していると

指摘している。彼らはロジャースの示したセラピストの

3条件の評定が高い（High－functiona1な）セラピストの

方が，初回面接において重要な他者に言及してクライエ

ントの感情や経験に触れることを実証的に示している。

またLeitner（1969）はHigh－functionalなセラピストとの

間で重要な他者について言及することは，クライエント

の自己探求のレベルを挙げることを示している。重要な

他者に注意を向け表現することと自己探求との関係は，

後に述べるように内観療法においてもしばしば強調され

るものである。またPierce＆Zarle（1972）は重要な他

者の感晴や情緒的体験への言及をするクライエントは，

共感性の強さをもっていることを示している。これらの

知見から，心理臨床実践における「重要な他者の焦点化」

がもたらす効果として，自己探求のレベルや共感性の向

上をベースとした人間的成長が挙げられるであろう。

　2．態度・行動変容に関する知見

　態度・行動・ライフスタイルの変容には，政治的な巧

みな弁論や広告などの古典的な説得技法よりも，自己説

得の方が強力で長期的な効果を持つことが示されている

（Zimbardo，1965；Aronson，2002）。そこでは，外界から

の刺激やメッセージが全くなくとも，「自己生成的なメッ

セージや思考」によって態度変容が起こるとされている。

またある種の自己説得は，重要な他者に認められるとい

う社会的な強化を介して行われる（Jones，　Gergen・，＆

Davis，1962）とされ，ここに重要な他者に関する「自己

生成的メッセージや思考」が態度・行動変容に影響を与

えることが示唆されていると言えよう。これらの社会心

理学的研究では共通してU一ル・プレイを用いた自己説

得が有効であることが示されている。さらに自己説得の

際には「はっきりと言語化すること」が態度変容に関係

すること，スクリプトを読むだけのロール・プレイより

も「即興の」ロール・プレイの方が信念の変化がみられ

ること　（Janis＆King，1954）などが示されて・いる。こ

れらの知見は態度や行動の変化において，ロール・レタ

リングやサイコドラマのような役割を設定して他者との

相互交渉を行う技法が有用であることの一つの説明とな

りうるであろう。

　また態度や行動変容については，ソーシャル・サポー

ト的なより直接的な影響も指摘されている。重要な他者

に関する先攻研究を概観すると，父親や教師に代表され

る重要な他者の存在もしばしば取り上げられている。こ

れらの重要な他者はより実用的な援助を与える「危機管

理者」としてみられる傾向があり（Frey＆Rotlisberger，

1996），交渉の余地の少ない，より断定的な他者として

捉えられている（Noller＆Callan，1990）。また母親に代

表される重要な他者と比べると役割モデルや，教師的・

規範的な性格が強い（Tatar，1998；柴野，1983；根本，

1976）とされる。このような特徴を持つ重要な他者は，

社会的に大切な意思決定場面などにおいて，その態度，

行動，発言などが個人に影響を与えると言われている
（Blumer，　1969）．

　3．自尊心に関する知見

　重要な他者を想起することの効果として，社会心理学

における実験的研究の申でしばしば挙げられるものの一

つに「自尊心への影響」がある。Schimel　et　al（2001）は

「想像課題（Visualization　Exercise）」（Baldwin＆Sincler，

1996）を用いて「無条件の受容」を特徴に持つ他者の想

起の効果を検討している。彼らは，実験の参加者に自身

のことを心から認めてくれる人物を思い浮かべさせるこ

とによって，実験後に参加者の防衛は低下し，自尊心得

点が高くなることを示している。またBaldwin　et　al（19

90）は権威者・専門家の否定的な表情を閾値下で提示す

る手法を実施することによって，自尊心が引き下げられ

ることを明らかにしている。これらの実証的研究は，そ

の理論的背景として「周囲の他者が自分を承認している

のかどうかをモニターすることによって揺れ動く自尊心

（Baumeister＆Leary，1995）」を挙げているが，先に述

べた重要な他者と関連した「自己生成的メッセージや思

考」による態度変容の効果によっても説明が可能であろ
う。
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　これらの実証的研究と同様の知見は，幼少期の頃の養

育者としての「重要な他者」を扱った愛着研究や基本的

信頼感をテーマにした研究でもみられる（酒井，2005；

徳本・北山，1992など）。このような重要な他者は，サ

ポーティブで受容的な「感情面の要」として受け取られ

る傾向がある（Frey＆Rothlisberger，1996）と言われて

いる。これらの重要な他者は，個人の基本的な信頼感，

自己評価などに影響を与えるとされている（Sullivan，

1953；梶田，1985）。またソーシャル・サポートの定義

の一つに「他者からのフィードバックの機会の中で起こ

るもの（Caplan，1976）」があることは，重要な他者から

の影響が自己受容，自尊心への影響を示唆していると言

えよう（Adelman＆Ahuvia，1995）。

　4．自己概念に関する知見

　自己知識・自己概念は複数の部分的な構造として成り

立っていることが指摘されており（Linville，1987；

Rhodewalt＆Agustsdottir，1986；福島，2003など），重

要な他者と関係した自己概念の存在も示唆されている。

Hinkley＆Andersen（1996）は，人は重要な他者と似た初

対面の人物に会うときに，重要な他者と関連した自己概

念にスポットライトがあたり，初対面の人物に対応する

自己概念が準備されることを示している。これは転移の

現象を実証的に示したものでもあるが，重要な他者を想

起することが，それと関連した自己概念を引き起こすこ

とも示している。つまり，重要な他者を想起することに

よって，その人物がその場にいなくとも，「あの人と一

緒にいる私」という自己概念が出現することを示唆して

いるのである。これらの知見では「重要な他者の焦点化」

によって，先に述べた態度・行動変容，自尊心だけでな

く，その基底にある自己概念への影響がみられることが

示唆されていると言えよう。ただしこれらの社会心理学

的な研究には，その方法論への批判もみられる。
Ingerso11（1973）は，多くの研究では「pretest－treatment－

posttest」の手続きを採用しており，ロール・プレイな

どの実験：内容のキャリー・オーバー効果により，社会的

承認や高い自尊心を得るような回答をする可能性がある

と言われているため，これらの知見を絶対視することに

は慎重である必要がある。

Illロール・レタリングの背景，対象，効果に

　　ついて

　1．背景と方法

　ここでは重要な他者へ焦点を当てる技法の代表的なも

のとして，まずロール・レタリングについて概観する。

W一ル・レタリングは矯正教育の実践から生まれ，ゲシュ

タルト療法のエンプティ・チェアをヒントに作られたも

のであるとされている。ロール・レタリングを行う人は，

基本的には自分が選択した重要な他者に向けて架空の手

紙を書くことから始め，相手からの返事の手紙も自分で

書く。セラピストが手紙の相手やテーマを指定すること

も多い。これを必要に応じて何度か繰り返すが，その手

紙の内容は非公開の内的世界であることが保証される

（春口，1987）。

　2．対　象

　春口（1995）は「考えることを嫌い，悩みや辛さに耐え

きれず，すぐ打ち消したい衝動にかられる」という特徴

を挙げ，非行少年への適用（春口，1988）や薬物乱用・依

存虚者，アルコール依存二者への適用（春口，1991）を行っ

ている。ロール・レタリングが矯正教育の実践から生ま

れてきたことからも，その適用対象が特徴的であること

が伺える。

　学校教育のなかでは，生と死の教育として，いじめに

ついての教育として行われることも多いようである。小

学生を対象に，先生とのロール・レタリングを行った際

に，学級の様子が変わってきたという感触があること

（塚田，1991）も報告されているが，中学生まではロー

ル・レタリングのテーマを与えた場合，それに集中でき

ない様子が見られる（学田・春口，2000）ことも指摘さ

れている。

　また近年では，神経性食思不振症の事例（原・中村他，

1995），境界例人格障害の事例（春口，1995）で母子関係，

セラピストークライエント関係をロール・レタリングの

中で扱った報告も行われており，適用対象が広がりつつ

あるようである。

　3．効　果

　春口（1995）はロール・レタリングの臨床的仮説とし

て以下の7点を挙げている。「文章による思考・感情の

明確化」，「自己カウンセリングの作用」，「カタルシス作

用」，「受容と対決」，「自己と他者，双方からの視点の獲

得」，「Rしによるイメージ脱感作」，「自己の非論理的，

自己敗北的，不合理的な思考に気づく」である。また

「自立性・積極性の確立」も効果の背景に挙げている。

これらに該当しないものとして，「現実吟味能力（エゴ

グラムにおけるAdult）の向上」，「感情移入的理解・共

感性の向上（才田・春口，2000）」なども指摘されている。

　さらにロール・レタリングの効果として無視できない

ものとして「書くこと」の効果が挙げられるであろう。

「書くことは心理療法において補助的なものとして使用

することが有用である（Esterling　et　al，1999；Chan＆

Horneffer，2005）」と指摘されている。彼らは書くこと

の効果は，「物語を構成する際の認知的なプロセスが治

療的な意味をもち，かつ抑制されていた感情の表現が大
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きな力をもつ」としている。この指摘をU一ル・レタリ

ングの効果として挙げられた言葉で言い換えるならば，

前者は現実的吟味能力の向上や思考・感情の明確化，後

者はカタルシス効果の一端を担っていると捉えることも

できるであろう。

IV　内観療法の背景，対象，効果について

　1．背景と方法

　重要な他者に焦点を当てる方法として，ここでは日本

に古くから行われている内観療法について概観していく。

内観療法は浄土真宗の一派に伝わる「身調べ」という求

道法から発展し，そこから宗教的色彩を除いたものとさ

れている。それは「検事が被告に対するが如く」という

厳しい態度で，本人の生育史において重要な関係にあっ

た人一人一人に対して「してもらったこと，して返した

こと迷惑をかけたこと」，「養育費の算出」「嘘と盗み」

をふり返っていくものである。通常7日間を周囲から遮

断・保護された環境で行うものを集中内観と呼んでいる。

指導者と呼ばれるセラピストとの面接は3～5分程度で，

1，2時間毎に行われる（三木，1976）。

　2．対　象

　自発的に自己探求しようとする人であれば受け入れる

ことが，内観療法の基本的な態度となっているため，対

象は多岐にわたる。報告されている中で最も低年齢なの

は，田本（1966）による小学校3年生への適用である。

　対象者は30才未満が6割を占め，その職業も非常に

多岐に渡っている。矯正教育現場での実践が多く行われ

ている（三木，1971；武田，1974など）が，近年では

竹元（2003）による薬物乱用・依存症者への適用，竹元

（2002）によるアルコール依存症者への適用などの報告が

みられる。また高口（2003）は摂食障害の事例への適用

を行っている。ただ実父母からの愛情が欠けている場合

は内観法の適用が困難（三木，1976）であることも指摘

されている。

　3．効　果

　吉本（1976）は，内観療法は一つの自己探求法である

と述べている。三木（1976）が挙げている内観療法の効

果を整理すると，「治療的（宗教的）罪悪感の増加」，

「将来への希望や意欲の向上」，「愛情の再発見」，「共感

性の向上⊥「罪償行動の発生」，「不安の減少」などが挙

げられ，また「宗教的次元での体験として『生かされて

いること』への感謝」も記述されている。また三崎（19

99）による質問紙調査では他者像の改善，複眼的視点の

獲得が示されている。内観療法は集中的に自己と直面す

る作業であり，それを行うものにとっては非常に衝撃的

な体験であると言われている。「内観が急激に人格の内

的変革を企図するもの」であるがゆえの危険性（石田，

1967）も指摘されている。

V　「重要な他者への焦点化」と関連した技法

　　や知見の比較検討

　1．ロール・レタリングと内観療法の相違点・共通点

　本論考で記述されたロール・レタリングと内観療法の

効果の間には，大きく5つの共通点がみられる。①自己

探求（自己洞察）の促進，②感情移入的理解・共感性の

向上，③（自己と他者の）複眼的視点の獲得，④受容

（愛情の再発見），⑤積極性や意欲性の向上である。この

うち最初の2点は上記の「II－1．心理臨床実践における

知見」にも共通してみられるものである。よってこの2

点はロール・レタリングや内観療法などの技法を使用す

るしないに関わらず，心理療法の中で「重要な他者の焦

点化」を行うことによって，効果が期待されるものと捉

えることが出来るであろう。

　両技法のそれぞれに特徴的な効果や臨床的な知見もい

くつかみられる。その一つはロール・レタリングにおけ

るカタルシス作用である。春口（1987）はロール・レタ

リングを内観療法と比較して論じ，ロール・レタリング

を内観療法と同じく集中的な形態で行った結果，内観療

法のようにテーマに限定がなく自由に広く想起するため，

敵意や攻撃性を表出することができ，そのカタルシス作

用があると考察している。さらに先にも述べたように，

ロール・レタリングには「書くこと」の認知プロセスに

与える影響も加わっていると考えられるだろう。

　ちなみに春口はサイコドラマに関して，グループと単

独などの方法の違いを除いては，ロール・レタリングと

同様のプロセスや効果を持つと捉えている。近年は

Goldmanらのサイコドラマの実践家によって，限られた

時間の中でセッションを進展させるための「焦点づけの

テクニック」が開発されてきている（Blatner，1997）。

Goldman＆Morrison（1984）は，いくつかの場面からそ

のエッセンスを見いだすための基本的な焦点付けの技法

の一つとして「重要な他者からの主要なメッセージによっ

て起こる動きや感情に焦点を当てること」を挙げている。

それは主役の本来の感情を引き出すことを目的としてお

り，メンバーの行動を変えるのに必要な洞察を与えるこ

とができるとされている。ここにサイコドラマとロール・

レタリングの本質との共通性が見て取れる。

　一方，内観療法に特徴的であるのは，健康的（宗教的）

罪悪感，罪償行動の発生，宗教的次元での体験として

「生かされていること」への感謝である。これらは内観

療法が厳しい態度で自己と直面することを求めるために

起こることであることが推察される。ただし三木（1976）
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はこの罪悪感や自尊心の低下は，自己像の転換を表すも

のであり，将来への希望や意欲の向上に繋がっているも

のとして捉えている。

　2．ロール・レタリングと内観療法の適用対象

　本論考で取り上げたロール・レタリング，内観療法の

適用対象は，両者とも矯正教育の実践で行われることが

多く，薬物依存症・アルコール依存症を対象として挙げ

る点でも共通している。本論考で挙げられた対象は大き

く2つの群に分類することができる。一つは非行少年，

アルコール依存症，薬物依存症に代表されるような内省

や洞察が難しいと指摘される群である。逆説的であるが，

内省や洞察に難しさを持ちながらも，技法として重要な

他者に焦点を当てることが奏功する一群がいることを示

していると言えよう。もう一つは摂食障害，境界例人格

障害のように家族の一員やセラピストなどとの対人関係

にその問題が現れやすい一群である。これらの一群につ

いては母親との関係性，基本的信頼感の問題が指摘され

ており（山岡，1997；下坂，1998），重要な他者との関

係，セラピストとの関係の捉え直しが心理療法において

重要な意味を持つことが考えられる。これらの2群はと

もに家族療法の対象となりやすいことでも共通している。

　3．臨床心理実践における知見と実験研究の知見の

　　相違点

　主に社会心理学の分野で行われている実験的研究（上

記の「ll　一2，3，4」）では，ロール・レタリング，内観

療法や臨床心理の実践における知見を補足的に説明する

知見がみられる。実験的研究の中で確認されている知見

をまとめると以下の2つに集約される。「重要な他者を

思い浮かべた時に自己生成的に起こってくる自分へのメッ

セージを即興的に役割の中で言語化することが，態度・

信念・行動の変容を促す」，「重要な他者を思い浮かべる

ことが自尊心，自己概念に影響を与える」。前者の知見

はロL一・一ル・レタリング，内観療法，サイコドラマの効果

を説明するものであるが，後者の知見に関しては臨床心

理学的な知見と完全に一致しているとは言い難い。特に

自尊心に関しては臨床心理学的知見の中では両方向の影

響が確認できる。金子（2003）はロール・レタリングの実

施によって，自尊心の高かった群は過度な自己評価を低

下させ，自尊心の低かった群は自己評価を向上させたこ

とを示している。また内観療法では健康的（宗教的）罪

悪感による自尊心の低下がその効果の一つに挙げられて

いる。これらの自尊心の両方向の影響，もしくは低下は

臨床心理実践の中で行われる自己探求，自己との直面化

において特徴的なものと考えることが出来よう。また自

己概念に関しても，実験的研究の中ではその影響が示唆

されているが，これまで臨床心理学的研究の中ではほと

んど検討されてこなかった。金子（2004）は一回のロール・

レタリングによって自己概念の大部分が変化し，一週間

後のフォローアップ調査時にも持続していることを示し

ているが，更なる検討が必要な分野であると言えよう。

これらの相違点を説明するものとして，実験研究におけ

る「重要な他者」が比較的単純化された他者の特徴を持

つのに対し，臨床実践の中にみられる他者は両価的でア

ンビバレントであることが挙げられるであろう。

　4．日本文化における「重要な他者の焦点化」

　海外における重要な他者を取り扱った研究では，ソー

シャル・サポート研究の文脈で薬物依存症者を対象とし

た研究が多くみられる。そこでは心理療法の中に重要な

他者を巻き込むことと，それをクライエントに了解して

もらうことが重要であることが指摘されている（Kidorf

et　al，1997；Civita　et　al，2000）。このようにアディクショ

ンの問題をもつクライエントとその家族の問題は重視さ

れ，本論考で挙げた技法の対象と共通する。しかし「重

要な他者に注意を向け表現すること」を心理療法に取り

入れた報告や，その効果の検討はみられない。本論考で

記述してきた知見や技法の共通点は，日本の文化・宗教

的背景の中で意味を持つところが大きいことを示してい

る可能性があるだろう。榎本（2002）は日本語では「私・

僕・俺」などの場面や相手に依存したいくつもの一人称

代名詞があることから，他者がいる中でようやく自己規

定ができる文化であることを指摘している。このことは

日本において，重要な他者と一緒にいる時の自己が大き

な意味を持つことを示しているかもしれない。

VI本論考のまとめと今後の課題

　「重要な他者の焦点化」を行うことの効果の共通点と

して，①自己探求（自己洞察）の促進，②感情移入的理

解・共感性の向上，③（自己と他者の）複眼的視点の獲

得，④受容（愛情の再発見），⑤積極性や意欲性の向上

が挙げられた。これらの知見は，主に日本で生まれた2

つの技法から得られるところが多く，特に日本において

重要性を持つ可能性が示唆された。また臨床心理の実践

において重要な他者に焦点を当てることの効果は，多く

の社会心理学における実験的研究が補足的な説明をする

ことが出来ることが示された。しかし特に臨床心理実践

でみられる「自尊感情の両方向的な影響／自己概念への

影響」については，現実の他者の持つ複雑さを実験研究

の結果には反映しにくい可能性が考えられた。今後はこ

のような点において，臨床的な知見と，実験研究におけ

る知見をつなぐ研究が必要である。

　さらに「重要な他者の焦点化」を適用されやすい対象

は，内省や洞察が難しいとされる対象，対人関係の問題
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に特徴を持づ対象であり． C家族療法との共通性が示唆さ

れた。しかし，これらの実践はまだ十分に検討されてい

るとは言えず，今後様々な対象に対して実践の可能性．と

その危険性が検討される必要があると思われるdまた今

回のレビューでは青年期への適用の実践と報告はほとん

どみられなかった。．岡田・永井（1991）は大学一年生を対

象にしたSCTの内容からi心．を打ち明ける重要な他者

がいない青年期の一一丁一群では，対人恐怖傾向や自我同一性

の低さがみられることを示している。．このような対象も

考慮しながら青年期への適用の可能性についても検討す

る必要があると思われる。
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